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ダイユビキチンと SOD1 は、流体力学的な力でアミロイド線維化する。両者のタンパク質とも、静置状

態でも特徴的な構造揺らぎを示す。当研究室の 600 MHzまたは 700 MHz NMR装置を用いて、ダイユビ

キチンの R1ρ dispersionプロファイルと SOD1の R2 dispersionを得ており、これらの揺らぎをより詳細に

解析するために、より高磁場（800 MHz と 950 MHz）での測定を計画した。なお、R1ρ dispersion と R2 

dispersionの両解析とも、２つ以上の磁場で測定したプロファイルを同時にフィッティングすることによ

り正確なパラメータが求まることが分かっている。 

まず、ダイユビキチンの R1ρ dispersionでは、当研究室で開発したパルスプログラムを試したところ、コ

ンソールまたは TopSpin のバージョンの違いのため動作しなかった。そのため、この測定はペンディン

グとした。一方、SOD1の R2 dispersionでは、800 MHzと 950 MHz NMR装置を用いて問題なく測定がで

きた。期待されたとおりの良質な R2 dispersionプロファイルが得られた。現在、当研究室の 600 MHz NMR

で測定した R2 dispersionデータと併せてフィッティングを行っている。 
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